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妊娠中の MRI 検査について 

造影剤を使わない単純 MRI 検査は妊娠中も安全に行うことができます 

 

カナダ・トロントの St. Michael's Hospital から報告された長期間で大規模な調

査研究では、妊娠初期（妊娠第 1 三半期）に MRI 検査を受けた妊婦から生まれた児

と、MRI 検査を受けていない妊婦から生まれた児を比較した結果、成長障害、視力

障害、聴力障害、悪性腫瘍の発生などのリスク増加は認められませんでした。 

 

 この結果を踏まえ、現在では医学的に必要性がある場合には、妊娠中で

も単純 MRI 検査を実施することが可能と考えられています。 

一方、MRI 検査でときに使用されるガドリニウム造影剤については、妊娠中の使

用に関する十分な安全性データがなく、一部の研究では児への有害な影響の可能性

が示唆されています。そのため、母体への診断上の有益性が胎児への潜在的なリス

クを明らかに上回る場合を除き、妊娠中のガドリニウム造影剤の使用は避けること

が推奨されています。 

 

妊娠中の検査全般について不安を感じる方も少なくありません。医学的に必要の

ない検査を受ける必要はありませんが、病気の診断や治療方針の決定に必要で重要

な検査であれば、妊娠中であることを理由に検査を避けたり延期したりする必要は

ありません。  

担当医と十分に相談してください。 

 

妊娠初期には母体年齢などに応じて一定の確率で自然流産が起こることが知られ

ています。単純 MRI 検査によって流産のリスクが高まることは示されていません。 

しかし、腹痛や出血などの症状がある場合やご不安が強い場合には、早めにかかり

つけの産科医療機関を受診し、胎児の状態をご確認ください。 

 

 


